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結果になったが 1 人で頑張った点は偉いと思った。4 人以外は皆引き離された」（村社講平「長












































ル展示資料より 『一草一花 １１』） 
 
    ＜円谷幸吉遺書＞ 
   まず親族へ― 
   「父上様、母上様、三日とろろ美味しうございました、干し柿、モチも美味しうございま
した。 
   敏雄兄、姉上様、おすし美味しうございました。 
   克美兄、姉上様、ブドウ酒とリンゴ美味しうございました。 
   厳兄、姉上様、しそめし、南ばん漬け美味しうございました。 
    喜久造兄、姉上様、ブドウ液、養命酒美味しうございました。又、いつも洗濯ありがと
うございました。 
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    幸造兄、姉上様、往復車に便乗させて戴きありがとうございました。モンゴいか美味し
うございました。 
   正男兄、姉上様、お気を煩わして大変申しわけありませんでした。 
   幸雄君、秀雄君、幹雄君、敏子ちゃん、ひで子ちゃん、良介君、敬久君、みよ子ちゃん、
ゆき江ちゃん、光江ちゃん、彰君、芳幸君、恵子ちゃん、幸栄君、裕ちゃん、キーちゃん、
正嗣君、立派な人になって下さい。 
    父上様、母上様、幸吉はもうすっかり疲れ切ってしまって走れません。 
何卒お許し下さい。 
   気が安まることもなく御苦労、御心配をお掛け致し申しわけありません。 
   幸吉は父母上様の側で暮らしとうございました」 
 ・・・そして、一枚は自衛隊体育学校の関係者へ―。 
「校長先生済みません。 
    高長課長何もなし得ませんでした。 
    宮下教官御厄介をお掛け通しで済みません。 
    企画室長お約束守れず相済みません。 
メキシコ・オリンピックの御成功を祈り上げます。 
                  一九六八・一」 










   幸吉は、むしょうにノドが乾いた。こんなことは、練習のときにもなかったことだ。三
十キロの飲物が置いてあるテーブルを見つけるや、たまらず水のはいったコップをわしづ
かみにし、一気に飲んだ。 
   この時である。 
   中尾と大谷の二人が、一気にスパートして、トップ集団から抜出した。 
   《しまった。やられた》幸吉は一瞬、虚を突かれた。コップを握りしめ、追えども追えど
も、先頭の二人にはどうしても追いつかない。 
  《足が思うように動かない。スパートしてもいっこうにトップとの差が縮まらない》 
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   幸吉はあせった。 
    だがその時、右手に持ったガラスのコップを捨てようと思ってはっとした。《コップは
ガラスだ》幸吉は道路の端に寄って走りながら、伴走の報道車に手をさしのべた。 
   「このコップをお願いします。捨てるとガラスが割れて危ないですから」 
   報道車の中に放り出すようにすると、また道路の中央に出て、トップの追走にかかった。 
・・・・・・レース終了後、報道車に乗っていた新聞記者は、この幸吉の行動を絶賛し、
そのマナーの良さをこぞって報道した。 

















 英文学の世界にも、“走る”ことを取り入れた作品がある。アラン・シリト （ーAlan Sillitoe）





















     I’m in Essex. It’s supposed to be a good Borstal, at least that’s what the governor said 
to me when I got here from Nottingham. “We want to trust you while you are in this 
establishment,” he said, smoothing out his newspaper with lily-white workless hands, 
while I read the big words upside down: Daily Telegragh. “If you play ball with us, we’ll 
play ball with you.”(Honest to God, you’d have thought it was going to be one long 
tennis match.) “We want hard honest work and we want good athletics,” he said as well. 
“And if you give us both these things you can be sure we’ll do right by you and send you 

















   No, I’ll show him what honesty means if it’s the last thing I do, . . .  By God I’ll stick 
this out like my dad stuck out his pain and kicked them doctors down the stairs: if he 
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had guts for that then I’ve got guts for this and here I stay waiting for Gunthorpe or 
Aylesham to bash that turf and go right slap-up against that bit of clothes-line 
stretched across the winning post. As for me, the only time I’ll hit that clothes-line will 
be when I’m dead and a comfortable coffin’s been got ready on the other side. Until then 













    I’m out now and the heat’s switched on again, but the rats haven’t got me for the last 
big thing I pulled. I counted six hundred and twenty-eight pounds and am still living 
off it because I did the job all on my own, … I worked out my systems and hiding-places 
while pushing scrubbing-brushes around them Borstral floors, planned my outward 
life of innocence and honest work, yet at the same time grew perfect in the razor-edges 
of my craft for what I knew I had to do once free; and what I’ll do again if netted by the 









ると思われる。Understanding Alan Sillitoe の第一章“The Making of a Writer”では、シリ
トーが育った状況が記されており、借金がかさみ収監されるシリトーの父親についても触れら
れている。 
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 Explains Sillitoe, “We lived in a room on Talbot Street whose four walls smelled of 
leaking gas, stale fat, and layers of mouldering wall-paper. My father’s thirty-year-old 
face was set like concrete, ready to hold back the tears of humiliation that he must 
have been pleased to find were not there when the plain-clothes came to take him 
away.”Because of a childhood illness, Sillitoe’s father was able to attend school for only 
one year and never learned to read or write. (2-3)  
 
こうしたシリトーが置かれた貧困にして悲惨な境遇や父親の姿は、The Loneliness of the 
Long-Distance Runner の主人公が置かれた状況、また父親に対する思いや心情に繋がるもの
を感じさせる。 









   For many, however, this new prosperity lasted only as long as the war itself, and 
much of the literature that emerged shortly after this time reflects this sense of 
discontent and a feeling of restlessness and resignation in the ironic acceptance of 
one’s fate, perhaps none so clearly as the works written by Allan Sillitoe. (6)  
 



















のり」には、「君原日記（昭和 38 年 5 月 29 日）」として、次のように記されている。 
 
    俺は思う。もしオリンピックに出場したら，いやできなくてもである。恐らく日本の競
技者は俺に歯が立たないであろう。これは自慢でも自惚れでもない，当然のことである。 
    会社は休み，合宿を行ない，もはやプロである。このようなものが普通の競技会で勝っ
て，なんの意義があろうか。 
    俺はオリンピックのためにアマチュアを放棄しつつある。いや放棄したことになってい
るかもしれない。実に情けないことである。 
   オリンピックが終わったら速かに退部届を提出せねばならぬ。 







   『長いもの』に巻かれて，そこからのがれようと（ムダ）な抵抗―カマキリがオノに向か
うように健気にもがく姿が，そこにあった。 







Loneliness of the Long-Distance Runner における少年と一脈通ずるものさえ伝わってくるよ
うに思われる。どのような組織、社会においても、体制側とそれが作り出す動きや流れに従う
ことを強いられる、あるいは翻弄されることになる側がある。そうした体制側に対する反発・














の正月となった昭和 43 年 1 月、帰省した円谷選手は、婚約者だった女性が他の男性と結婚し
たことを告げられる。この時、郷里で行った「走り始め」も、腰痛のため十分と続かなかった


















   母の話だと、私はおとなしいというより、弱虫で、けんかをすれば必ず泣かされ、みん
なと遊ぶときも遠くから眺めていることが多かったと聞いた。 
・・・ 
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    東京オリンピックの一万メートル競走にたいへん印象的な場面があった。名は忘れたが、





   だが選手は依然ゴールをつきぬけて走っており、観客があっけにとられている中を、な
お懸命に走り続けた。彼は完全に一周おくれをとっていたのだ。失笑が起りやがてそれは
以前にも増す拍手となって、彼が一周しおわるまで鳴りやまなかった。 










   たとえば最近、野間宏が二十年を費やして『青年の環』を完成したと聞いたとき、私は
トラックを二周おくれて独走する運動選手のことを思い出した。その志や善しと思ったの
である。 





    『詩経』大序に「詩は志の之く所なり。心に在りては志と為り、言に発すれば詩となる」
という言葉がある。当時、文学の主要ジャンルは詩であったから、詩で代表させただけで
あって、広く文学全体が志をいうものと解釈してよく、私もそう考えている。 
   詩そして文学は、志の表明なのである。 
    私にとってごく当然と思われるこの考えはしかし、必ずしも、わが国には通用しない。
日本の文人は＜思想＞というものを、一種面はゆいもの、なんとなく非文学的なものと意
識している。なぜだろう。 















    あるゆるところに二重構造が生じ「愛」の観念や思想は思春期にヨーロッパの文学から
学び、やや長じて男女の間のむずかしさを悟りはじめる年齢になると「情事」を描いた日
本の文学にのめりこむといったぐあいである。 

















り、解消されてゆく（「長距離を走りつづけて＝23＝」）。また、円谷の自殺は昭和 43 年 1 月 8
日だが、その自殺が知られたのは、翌 9 日であった。この日は、奇しくも、後に双子のマラソ
ンランナーとして知られる宗兄弟 15 歳の誕生日にあたる。一つの終焉は、一つの胎動でもあ
る。1984 年（昭和 59 年）10 月 10 日、兄弟ともに出場したロサンゼルス五輪を終えた宗兄弟
は、ラジオ番組に出演、そこで「何か曲をかけましょう」と言われた際、彼らは「『一人の道』
をお願いします」と応える。それは、円谷幸吉選手を歌ったフォークソングで、「・・・観衆が
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ワアーと声をあげました。円谷の姿がまもなくみえます・・・今みえました！円谷がみえまし
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  事故から復興を目指す福島県にこの拙稿を捧げる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
